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「 エ セ ナ お お た 」 に 行 こ う ！

E V E N T R E P O R T

相 談 窓 口 の ご 案 内

エ セ ナ お お た は 、

男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 を 目 指 す 活 動 拠 点 施 設 で す 。

講 座 ・ 講 演 会 の 開 催 、 情 報 収 集 ・ 発 信 、

交 流 の 場 の 提 供 な ど を 行 っ て い ま す 。

大 田 区 立 男 女 平 等 推 進 セ ン タ ー 「 エ セ ナ お お た 」
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家 族 も 喜 ぶ

パ パ の 洗 濯 講 座

E V E N T S C H E D U L E

令 和 ３ 年 1 1 月 1 2 日 （ 金 ） か ら

1 2 月 2 8 日 （ 火 ） ま で

展 示 　 ス ト ッ プ D V

～ 女 性 に 対 す る あ ら ゆ る

暴 力 の 根  絶 の た め に ～

令 和 ３ 年 1 2 月 2 5 日 （ 土 ）

1 4 ：3 0 ～ 1 5 ：3 0

パ  パ と い っ し ょ に

ク リ ス マ ス コ ン サ  ー ト

令 和 ４ 年 １ 月 2 2 日 （ 土 ）

1 4 ：0 0 ～ 1 5 ：0 0

（ 仮 ） パ パ と い っ し ょ に

作 っ て あ そ ぼ

こ の マ ー ク は 、 目 の 不 自 由 な 方 な ど の た

め の 「  音  声 コ ー ド 」 で す 。 コ ー ド の 位  置 を

示 す 切 り 込 み を 入 れ て い ま す 。 ス マ ー ト

フ ォ ン や 専 用 の 読 み 上 げ 装 置 で 読 み 取

る と 、 記  載  内  容 を 聞 く こ と が で き ま す 。

大 田 区 男 女 共 同 参 画 の た め の 情 報 誌

巻  頭 イ ン タ ビ ュ ー

弁 護 士

菊 地 幸 夫 さ ん

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス

最 前 線

特 集

ひ  と ・ ま  ち ・ カ  ラ  フ  ル

お お た の 窓 か ら

多 目 的 ス タ ジ オ
つ な が る w a c c a

vi e w 1

N o. 1 2 6

佐 藤 友 彦 さ ん （ 株 式 会 社 白 洋

舍 ） 、 和 光 聡 さ ん （ お と な ＆ こ ど

も ・ ほ っ と ネ ッ ト ） を 講 師 に 、 男

性 の 家 事 参 画 講 座 を 実 施 し ま

し た 。 ク リ ー ニ ン グ の プ ロ の 佐

藤 さ ん か ら 洗 濯 の 極 意 を 教 わ

る と と も に 、 先 輩 パ パ の 和 光 さ

ん  か ら  家  族 と の コ ミ ュ ニ  ケ  ー

シ ョ ン  術  を  学  ぶ こ と も で き た と 、

大 変 ご 好 評 い た だ き ま し た 。

月 ・ 金 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 0: 0 0  ～  1 3: 0 0

火 ・ 木 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 3: 0 0  ～  1 6: 0 0

水 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 8: 0 0  ～  2 1: 0 0

土 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 3: 0 0  ～  1 9: 0 0

（ 年 末 年 始 を 除 く ）

※ 相 談 受 付 は 終 了 時 間 の 3 0 分 前 ま で

月 ～ 金 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9: 0 0  ～  1 7: 0 0

（ 祝 日 ・ 年 末 年 始 を 除 く ）

第 ２ ・ ４ 金 曜 日  1 7: 0 0  ～  2 0: 0 0

（ 祝 日 ・ 年 末 年 始 を 除 く ）

※ 相 談 受 付 は 終 了 時 間 の 3 0 分 前 ま で

洗 濯 の 技 術 や

科 学 を 学 べ た 。

シ ミ と り は  任  せ  ろ と

言  え  る  よ う に し  ま  す ！

洗 濯 の 基 本 を

知 ら な か っ た の で 、

事 象 ご と に 解 説 し て

も ら え て よ か っ た  。
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ご 好 評 に つ き ２ 年 連 続 実 施 。

※ 令 和 ３ 年 度 は オ ン ラ イ ン で 開 講 。

実 験 や 科 学 技 術 を 根 拠 に

洗 濯 の コ ツ が わ か り 、 参 加 者 も 納 得 。

編 集 ・ 発 行 ／
大 田 区 総 務 部 人 権 ・ 男 女 平 等 推 進 課
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令 和 ３ 年 1 1 月 発 行

過  去  の バ ッ ク ナ ン バ  ー  は

大 田 区 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し て い ま す 。

ご 意 見 ・ ご 感 想 も こ ち ら の

ホ ー ム ペ ー ジ か ら ご 入 力 い た だ け ま す 。

※ 臨 時 休 業 や 時 間 変 更 な ど 最 新 情 報 は 区 ホ ー ム ペ ー ジ で ご 確 認 く だ さ い 。

Q R コ ー ド か ら

ア ク セ ス

I n f o r m a ti o n
「 エ セ ナ お お た 」 に 行 こ う ！ ／
相 談 窓 口 の ご 案 内

※ 日 程 変 更 な ど 最 新 の 情 報 や 詳 細
　 は ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

J R 京 浜 東 北 線 大 森 駅 よ り 徒 歩 ８ 分 。
駐 車 場 は あ り ま せ ん 。

講 座 を
開  き ま し た

今  後  の  注  目  イ ベ ン ト

詳 細 内 容 は
Q R コ ー ド か ら

ア ク セ ス

相 談 無 料 、 秘 密 厳 守



せ を 一 番 に 考 え る の は 、  他で も な い 自 分 だ と 自 負 し てい ま し た か ら 。　 僕 の 父 も 仕 事 が 終 わ ると ま っ す ぐ 帰 っ て く る 人で 、  休 日 は 家 族 み ん な で 過ご し て い ま し た 。  自 分 自 身が そ ん な 家 庭 で 育 っ た こ とも 、  影 響 し て い る か も し れま せ ん 。

弁 護 士 。 テ レ ビ の コ メ ン テ ー タ ー や 講 演 会 の

講 師 な ど 多 方 面 で 活 躍 。 地 域 活 動 に も 積 極

的 に 参 加 し て お り 、 地 元 小 学 校 の 女 子 バ レ ー

ボ ー ル チ ー ム や P T A チ ー ム の 監 督 、 学 校 評 議

員  等  を  務  め  る  。 ３  女  の  父  で  あ  り  、 ３  男  の  祖  父  。

巻  頭 イ ン タ ビ ュ ー

弁 護 士

菊 地 幸 夫
さ んY u k i o  K i k u c h i

P r o f i le

人 の た め に 何 か を す る と 、き っ と 、  人 生 が 豊 か に な る ！

域 活 動 に  つ  い  て 教え て く だ さ  い  。

　 地 元 の 小 学 校 で 、  女 子 バレ ー ボ ー ル チ ー ム と

Ｐ Ｔ Ａ

チ ー ム の 監 督 を し て お り 、土 日 に 指 導 を し て い ま す 。も
う

2 0年 程 に な り ま す が 、

こ の 活 動 を き っ か け に 地域 と の つ な が り が で き 、  感謝 し て い ま す 。  近 所 で 犬 の散 歩 な ど を し て い る と 、  学校 の 子 ど も た ち や 親 御 さん 、  校 長 先 生 な ど 多 く の 人が 声 を か け て く れ 、  と て も嬉 し い で す ね 。  ま た 、  教 え子 た ち の 成 長 も 楽 し み です 。  卒 業 式 に 参 列 し 、  子 ども た ち の 晴 れ 姿 を 見 た 時な ど は  「 な ん て 立 派 に な った ん だ ろ う 」  と 涙 が こ み 上げ て き ま す 。  卒 業 生 と ま ちな か で 遭 遇 し た 時 に は 、す っ か り 大 人 に な っ て い て驚 き ま す 。　 今 は バ レ ー の 監 督 の ほか 、  学 校 評 議 員 や 、  学 校 で

の 授 業 も さ せ て い た だ い てい ま す 。  実 は 、  弁 護 士 と 同様 に 学 校 の 先 生 に も な り たい と 思 っ て い ま し た 。  地 域で の 活 動 の 中 で 、  も う 一  つの 夢 も 叶 っ た よ う に 感 じ てい ま す 。  今 後 も 地 域 で の 活動 を 続 け て い き た い で す 。

ー ク  ・ ラ イ フ  ・  バラ ン  ス  の 実 現 の ヒ

ン  ト  を 教 え て く だ さ  い  。　 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ンス に つ い て 考 え る 時 、  い かに 労 働 時 間 を 短 縮 し て プ ライ ベ ー ト の 時 間 を 確 保 す るか 、  と い う 議 論 が 中 心 に なり が ち で す 。  そ れ は も ち ろん 大 切 で す が 、  一 方 で 、  僕

は 、  仕 事 以 外 の 時 間 、  「 ラ イフ 」  を ど う 過 ご す か 、  と いう 視 点 が 必 要 だ と 思 い ます 。  ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラン ス は 、  プ ラ イ ベ ー ト の 時間 を 確 保 す る こ と が ゴ ー ルで は あ り ま せ ん 。　  「 人 生 １ ０ ０ 年 時 代 」  の今 、  多 く の 人 は 、  定 年 退 職後 に 新 た な 生 き が い を 見 つけ 、  セ カ ン ド ラ イ フ を スタ ー ト し ま す 。  そ の 時 、  身近 な 地 域 社 会 に 自 分 の 居場 所 や 活 躍 で き る 場 面 が ある か ど う か が 、  実 は と て も重 要 な こ と だ と 感 じ ま す 。よ く 、  定 年 退 職 し た 人 が 地域 活 動 に い き な り 参 加 し てみ た も の の 、  人 間 関 係 を うま く 築 け な か っ た り 、  周 囲を 困 ら せ て し ま っ た り 、  順

応 で き ず に い る ケ ー ス を 見か け ま す 。  僕 の 感 覚 で は 、特 に 男 性 に 、  そ れ ま で の 自分 の 立 場 や 会 社 で の 肩 書 きを リ セ ッ ト で き ず 、  地 域 にう ま く 溶 け 込 め な い 人 が 多い よ う に 感 じ ま す 。　 コ ロ ナ 禍 で テ レ ワ ー ク が推 進 さ れ る 中 、  通 勤 時 間 が減 り 、  仕 事 以 外 の 時 間 が 増え た 人 も 多 い と 思 い ま す 。そ の 時 間 を 自 己 研 鑽 や 趣 味と い っ た  「 自 分 の た め 」  だ けで な く 、  ぜ ひ 、  家 族 や 地 域社 会 な ど  「 人 の た め 」  に も使 っ て み て く だ さ い 。  地 域の 子 ど も に 勉 強 や ス ポ ー ツを 教 え た り 、  ボ ラ ン テ ィ アに 参 加 し た り 、  自 分 の 経 験を 生 か し て で き る こ と が ある は ず で す 。  誰 か の 役 に 立つ こ と を し て み る と 、  自 分に も 良 い こ と が 返 っ て きて 、  人 生 が彩 り 豊 かに な り ます よ ！

 

家 族 に つ い て 教え て く だ さ い 。

　 妻 と ３ 人 の 娘 が い ま す 。娘 た ち は 成 人 し て お り 、  長女 と 次 女 に は 子 ど も が い ます 。  去 年 、  ３ 人 目 と な る 孫が 生 ま れ ま し た 。  コ ロ ナ 禍で ま だ 直 接 顔 を 見 る こ と がで き て い ま せ ん が 、  会 え る日 を 心 待 ち に し て い ま す 。　 弁 護 士 と い う 職 業 柄 、  平日 は 、  ど う し て も 仕 事 中 心に な り が ち で す が 、  昔 か ら家 庭 に 費 や す 時 間 も し っ かり 確 保 し た い と 考 え て おり 、  娘 た ち が 小 さ い 頃 は 、散 歩 に 連 れ て 行 っ た り 家 族で 山 登 り を し た り と 、  一 緒に 過 ご す 時 間 を 大 切 に し てき ま し た 。  先 輩 世 代 に は 、仕 事 だ け に 一 極 集 中 し  「 俺な ん て 、  家 族 は 放 っ た ら かし だ よ 」  な ん て 誇 ら し げ に語 る 人 も 多 か っ た の で すが 、  僕 は そ れ に 違 和 感 が あり ま し た 。  家 族 の 利 益 や 幸

地

ワ

ご

撮 影 協 力 ： 古 民 家 カ フ ェ 蓮 月

※ こ の イ ン タ ビ ュ ー は 、 令 和 ３ 年 9 月 1 3 日 に 行 い ま し た 。
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ー ク  ・ ラ イ フ  ・  バラ ン  ス  の 実 現 の ヒ

ン  ト  を 教 え て く だ さ  い  。　 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ンス に つ い て 考 え る 時 、  い かに 労 働 時 間 を 短 縮 し て プ ライ ベ ー ト の 時 間 を 確 保 す るか 、  と い う 議 論 が 中 心 に なり が ち で す 。  そ れ は も ち ろん 大 切 で す が 、  一 方 で 、  僕

は 、  仕 事 以 外 の 時 間 、  「 ラ イフ 」  を ど う 過 ご す か 、  と いう 視 点 が 必 要 だ と 思 い ます 。  ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラン ス は 、  プ ラ イ ベ ー ト の 時間 を 確 保 す る こ と が ゴ ー ルで は あ り ま せ ん 。　  「 人 生 １ ０ ０ 年 時 代 」  の今 、  多 く の 人 は 、  定 年 退 職後 に 新 た な 生 き が い を 見 つけ 、  セ カ ン ド ラ イ フ を スタ ー ト し ま す 。  そ の 時 、  身近 な 地 域 社 会 に 自 分 の 居場 所 や 活 躍 で き る 場 面 が ある か ど う か が 、  実 は と て も重 要 な こ と だ と 感 じ ま す 。よ く 、  定 年 退 職 し た 人 が 地域 活 動 に い き な り 参 加 し てみ た も の の 、  人 間 関 係 を うま く 築 け な か っ た り 、  周 囲を 困 ら せ て し ま っ た り 、  順

応 で き ず に い る ケ ー ス を 見か け ま す 。  僕 の 感 覚 で は 、特 に 男 性 に 、  そ れ ま で の 自分 の 立 場 や 会 社 で の 肩 書 きを リ セ ッ ト で き ず 、  地 域 にう ま く 溶 け 込 め な い 人 が 多い よ う に 感 じ ま す 。　 コ ロ ナ 禍 で テ レ ワ ー ク が推 進 さ れ る 中 、  通 勤 時 間 が減 り 、  仕 事 以 外 の 時 間 が 増え た 人 も 多 い と 思 い ま す 。そ の 時 間 を 自 己 研 鑽 や 趣 味と い っ た  「 自 分 の た め 」  だ けで な く 、  ぜ ひ 、  家 族 や 地 域社 会 な ど  「 人 の た め 」  に も使 っ て み て く だ さ い 。  地 域の 子 ど も に 勉 強 や ス ポ ー ツを 教 え た り 、  ボ ラ ン テ ィ アに 参 加 し た り 、  自 分 の 経 験を 生 か し て で き る こ と が ある は ず で す 。  誰 か の 役 に 立つ こ と を し て み る と 、  自 分に も 良 い こ と が 返 っ て きて 、  人 生 が彩 り 豊 かに な り ます よ ！

 

家 族 に つ い て 教え て く だ さ い 。

　 妻 と ３ 人 の 娘 が い ま す 。娘 た ち は 成 人 し て お り 、  長女 と 次 女 に は 子 ど も が い ます 。  去 年 、  ３ 人 目 と な る 孫が 生 ま れ ま し た 。  コ ロ ナ 禍で ま だ 直 接 顔 を 見 る こ と がで き て い ま せ ん が 、  会 え る日 を 心 待 ち に し て い ま す 。　 弁 護 士 と い う 職 業 柄 、  平日 は 、  ど う し て も 仕 事 中 心に な り が ち で す が 、  昔 か ら家 庭 に 費 や す 時 間 も し っ かり 確 保 し た い と 考 え て おり 、  娘 た ち が 小 さ い 頃 は 、散 歩 に 連 れ て 行 っ た り 家 族で 山 登 り を し た り と 、  一 緒に 過 ご す 時 間 を 大 切 に し てき ま し た 。  先 輩 世 代 に は 、仕 事 だ け に 一 極 集 中 し  「 俺な ん て 、  家 族 は 放 っ た ら かし だ よ 」  な ん て 誇 ら し げ に語 る 人 も 多 か っ た の で すが 、  僕 は そ れ に 違 和 感 が あり ま し た 。  家 族 の 利 益 や 幸

地

ワ

ご

撮 影 協 力 ： 古 民 家 カ フ ェ 蓮 月

※ こ の イ ン タ ビ ュ ー は 、 令 和 ３ 年 9 月 1 3 日 に 行 い ま し た 。
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が 増 え 、  パ ー ト ナ ー と の 協力 体 制 、  特 に 男 性 の 積 極 的な 家 事 ・ 育 児 参 加 が 必 要に な っ て い ま す が 、  仕 事 と家 庭 生 活 と も に 優 先 さ せて い る 男 性 の 割 合 は １ 割強 と な っ て い ま す  （ 図 １ ）  。　 ま た 、  国 の 他 の 調 査 を みる と 、  以 前 と 比 較 し て 、

週

6 0時 間 以 上 働 く 労 働 者 割
合 が 減 っ た こ と や 、  年 次 有給 取 得 率 が 向 上 し 、  出 産後 も 働 き 続 け る 女 性 が 増

ワ ー ク  ・  ラ イ フ  ・  バ ラ ン ス 最 前 線特 集

多 様 化 す る 働 き 方 、  広 が る 選 択 肢
図 ２ ： 働 き 方 関 連 デ ー タ の 比 較

週 労 働 時 間 6 0 時 間 以 上 の
雇 用 者 の 割 合

過 去 現 在

5. 1 %
［ 2 0 2 0 ］

5 6. 3 %
［ 2 0 1 9 ］

5 3. 1 %
［ 2 0 1 0- 2 0 1 4 ］

7. 4 8 %
［ 2 0 1 9 ］

1 0. 8 %
［ 2 0 0 6 ］

4 6. 6 %
［ 2 0 0 6 ］

3 8. 0 %
［ 2 0 0 0- 2 0 0 4 ］
→ 遡 及 改 定 値 3 9. 8 %

0. 5 0 %
［ 2 0 0 5 ］
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第 １ 子 出 産 前 後 の
女 性 の 継 続 就 業 率

男 性 の 育 児 休 業
取 得 率

図 １ ： ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 優 先 内 容

参 照 ： 内 閣 府 「 仕 事 と 生 活 の 調 和

（ ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス ） レ ポ ー ト 2 0 2 0 」

え 、  男 性 の 育 休 取 得 率 が向 上 し た こ と な ど が わ かり ま す  （ 図 ２ ）  。  長 時 間 労働 を 防 ぐ 仕 組 み づ く り や 、休 暇 取 得 促 進 、  フ レ ッ ク スタ イ ム 制 等 の 各 種 制 度 整備 な ど 、  企 業 の 取 組 も 一 定の 成 果 を あ げ て い る 要 因 の一  つ と 考 え ら れ ま す 。

様 化 す るワ ー ク ス タ イ  ル

　 昨 今 、  多 く の 企 業 で 働 き方 の 選 択 肢 を 広 げ る 取 組が 進 ん で い ま す 。  コ ロ ナ

禍

で テ レ ワ ー ク を 導 入 す る 企業 も 急 増 し て お り 、  東 京 都で は 現 在 、  ６ ３ ・ ９ ％ の 企業 が テ レ ワ ー ク を 実 施 し てい ま す  （

※

）  。  在 宅 で の 勤 務

が 可 能 に な り 、  通 勤 時 間 が削 減 さ れ た こ と で 、  時 間 を有 効 活 用 で き る よ う にな っ た と い う 肯 定 的 な 声も あ が っ て い ま す 。  そ の他 、  余 暇 を 楽 し み つ つ テ レワ ー ク が で き る  「 ワ ー ケ ーシ ョ ン 」  を 推 奨 し た り 、  副業 ・ 兼 業 を 認 め た り す る企 業 も 増 え て い ま す 。  子 育て や 介 護 を し て い る 人 を はじ め 、  様 々 な 状 況 の 人 が 働き や す い 環 境 を つ く る こ とは 、  離 職 防 止 、  人 材 確 保 につ な が る た め 、  企 業 に も メリ ッ ト が あ り ま す 。  ワ ー

ケ ー シ ョ ン や 副 業 ・ 兼 業 につ い て も 、  生 産 性 の 向 上や 、  会 社 に 新 た な 視 点 が もた ら さ れ る 等 の 利 点 が ある と さ れ て い ま す 。

分 に ち ょ う ど よい  バ ラ ン  ス は ？

　 理 想 の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・バ ラ ン ス は 人 に よ っ て 異 なり 、  仕 事 と 私 生 活 の 時 間 配分 も 様 々 で す 。  ま た 、  ラ イフ ス テ ー ジ に 応 じ て ワ ーク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス は 変化 し ま す 。  仕 事 に 専 念 し たい 時 期 、  子 育 て を 優 先 し たい 期 間 、  ス キ ル ア ッ プ を した い タ イ ミ ン グ 等 、  そ の時 々 で バ ラ ン ス を 調 整 し てい く こ と が ポ イ ン ト で す 。

　 仕 事 以 外 の 時 間 の 過 ご し方 に は 、  家 事 ・ 育 児 、  介 護 、家 族 や 友 人 と 過 ご す 時 間 、趣 味 の ほ か 、  心 身 の 休 息 、自 己 研 鑽 、  地 域 活 動 等 が 含ま れ ま す 。  例 え ば 、  仕 事 で培 っ た ス キ ル や 趣 味 ・ 特 技を 身 近 な 地 域 で 実 践 し て みる と 、  新 た な 活 躍 の 場 が 見つ か る か も し れ ま せ ん 。  職場 や 家 庭 以 外 の コ ミ ュ ニテ ィ に 参 加 す る こ と で 心 身を リ フ レ ッ シ ュ で き る だ けで は な く 、  人 脈 を 広 げ た り仕 事 へ の 刺 激 や ヒ ン ト を 得ら れ た り す る 可 能 性 も あ りま す 。  区 内 に も 地 域 交 流 の場 が 数 多 く あ り 、  区 報 に 情報 を 掲 載 し て い ま す 。  こ の機 に 地 域 活 動 に 参 加 し て みて は い か が で し ょ う か 。※

東 京 都  「 テ レ ワ ー ク 実 施 率 調 査
結 果 を お 知 ら せ し ま す ！

 ９
月 の

調 査 結 果 」  よ り 。

の で し ょ う か 。　 国 の 意 識 調 査 を み る と 、非 正 社 員 よ り 正 社 員 、  女性 よ り 男 性 で 、  仕 事 を 優 先さ せ て い る 割 合 が 高 く 、  正社 員 の 男 性 で は 過 半 数 を超 え て い ま す 。  共 働 き 家 庭

ー ク ・ ラ イ フ ・バ ラ ン  ス の  「 今 」

　 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ンス は  「 仕 事 と 生 活 の 調 和 」を 意 味 し ま す 。  行 政 や 企 業等 で ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラン ス 実 現 に 向 け た 取 組 が推 進 さ れ る 中 、  人 々 の 意 識や 働 き 方 は ど の よ う に 変化 し て い る の で し ょ う か 。ま た 、  仕 事 と 生 活 の 調 和 をと る た め に は 何 が 大 切 な

新 し い 生 活 様 式 が 進 む 今 こ

そ 家 族 で 家 事 を シ ェ ア す る

チ ャ ン ス 。 効 率 化 の ヒ ン ト が

満 載 の 一 冊 で す 。

家  事  は ８ 割
捨 て て い い
佐 光 紀 子 著
宝 島 社 発 行

パ ス テ ルお す す め 本 プ ラ ス ア ル フ ァ見 て ま な ぶ

「 働 く 、 が 変 わ る 。T el e W or k 」
～ テ レ ワ ー ク 導 入 事 例 ： 総 務 省 編 ～

配 信 ： 総 務 省 動 画 チ ャ ン ネ ル （ 総 務 省 ）

W L B 体 操 第 一
配  信 ： 九  州 ・ 山  口   ワ ー  ク ・ ラ イ フ ・ バ  ラ ン  ス

推 進 キ ャ ン ペ ー ン

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0
（ ％ ）

わ か ら な い

仕 事 &  家 庭 生 活 &  地 域 ・ 個 人 の 生 活 等

家 庭 生 活 &  地 域 ・ 個 人 の 生 活 等

仕 事 &  地 域 ・ 個 人 の 生 活 等

仕 事 &  家 庭 生 活

地 域 ・ 個 人 の 生 活 等

家 庭 生 活

仕 事

非 正 社 員 ・ 女 性
（ n = 5 0 0 ）

非 正 社 員 ・ 男 性
（ n = 5 0 0 ）

正 社 員 ・ 女 性
（ n = 1, 5 0 0 ）
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2 1. 9

3 4. 2

4 2. 8
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参 照 ： 内 閣 府 「 企 業 等 に お け る 仕 事 と 生 活

の 調 和 に 関 す る 調 査 研 究 報 告 書 （ 平

成 3 1 年 3 月 ） 」

視 聴 は
こ ち ら

視 聴 は
こ ち ら
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が 増 え 、  パ ー ト ナ ー と の 協力 体 制 、  特 に 男 性 の 積 極 的な 家 事 ・ 育 児 参 加 が 必 要に な っ て い ま す が 、  仕 事 と家 庭 生 活 と も に 優 先 さ せて い る 男 性 の 割 合 は １ 割強 と な っ て い ま す  （ 図 １ ）  。　 ま た 、  国 の 他 の 調 査 を みる と 、  以 前 と 比 較 し て 、

週

6 0時 間 以 上 働 く 労 働 者 割
合 が 減 っ た こ と や 、  年 次 有給 取 得 率 が 向 上 し 、  出 産後 も 働 き 続 け る 女 性 が 増

ワ ー ク  ・  ラ イ フ  ・  バ ラ ン ス 最 前 線特 集

多 様 化 す る 働 き 方 、  広 が る 選 択 肢
図 ２ ： 働 き 方 関 連 デ ー タ の 比 較
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図 １ ： ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 優 先 内 容

参 照 ： 内 閣 府 「 仕 事 と 生 活 の 調 和

（ ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス ） レ ポ ー ト 2 0 2 0 」

え 、  男 性 の 育 休 取 得 率 が向 上 し た こ と な ど が わ かり ま す  （ 図 ２ ）  。  長 時 間 労働 を 防 ぐ 仕 組 み づ く り や 、休 暇 取 得 促 進 、  フ レ ッ ク スタ イ ム 制 等 の 各 種 制 度 整備 な ど 、  企 業 の 取 組 も 一 定の 成 果 を あ げ て い る 要 因 の一  つ と 考 え ら れ ま す 。

様 化 す るワ ー ク ス タ イ  ル

　 昨 今 、  多 く の 企 業 で 働 き方 の 選 択 肢 を 広 げ る 取 組が 進 ん で い ま す 。  コ ロ ナ

禍

で テ レ ワ ー ク を 導 入 す る 企業 も 急 増 し て お り 、  東 京 都で は 現 在 、  ６ ３ ・ ９ ％ の 企業 が テ レ ワ ー ク を 実 施 し てい ま す  （

※
）  。  在 宅 で の 勤 務

が 可 能 に な り 、  通 勤 時 間 が削 減 さ れ た こ と で 、  時 間 を有 効 活 用 で き る よ う にな っ た と い う 肯 定 的 な 声も あ が っ て い ま す 。  そ の他 、  余 暇 を 楽 し み つ つ テ レワ ー ク が で き る  「 ワ ー ケ ーシ ョ ン 」  を 推 奨 し た り 、  副業 ・ 兼 業 を 認 め た り す る企 業 も 増 え て い ま す 。  子 育て や 介 護 を し て い る 人 を はじ め 、  様 々 な 状 況 の 人 が 働き や す い 環 境 を つ く る こ とは 、  離 職 防 止 、  人 材 確 保 につ な が る た め 、  企 業 に も メリ ッ ト が あ り ま す 。  ワ ー

ケ ー シ ョ ン や 副 業 ・ 兼 業 につ い て も 、  生 産 性 の 向 上や 、  会 社 に 新 た な 視 点 が もた ら さ れ る 等 の 利 点 が ある と さ れ て い ま す 。

分 に ち ょ う ど よい  バ ラ ン  ス は ？

　 理 想 の ワ ー ク ・ ラ イ フ ・バ ラ ン ス は 人 に よ っ て 異 なり 、  仕 事 と 私 生 活 の 時 間 配分 も 様 々 で す 。  ま た 、  ラ イフ ス テ ー ジ に 応 じ て ワ ーク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス は 変化 し ま す 。  仕 事 に 専 念 し たい 時 期 、  子 育 て を 優 先 し たい 期 間 、  ス キ ル ア ッ プ を した い タ イ ミ ン グ 等 、  そ の時 々 で バ ラ ン ス を 調 整 し てい く こ と が ポ イ ン ト で す 。

　 仕 事 以 外 の 時 間 の 過 ご し方 に は 、  家 事 ・ 育 児 、  介 護 、家 族 や 友 人 と 過 ご す 時 間 、趣 味 の ほ か 、  心 身 の 休 息 、自 己 研 鑽 、  地 域 活 動 等 が 含ま れ ま す 。  例 え ば 、  仕 事 で培 っ た ス キ ル や 趣 味 ・ 特 技を 身 近 な 地 域 で 実 践 し て みる と 、  新 た な 活 躍 の 場 が 見つ か る か も し れ ま せ ん 。  職場 や 家 庭 以 外 の コ ミ ュ ニテ ィ に 参 加 す る こ と で 心 身を リ フ レ ッ シ ュ で き る だ けで は な く 、  人 脈 を 広 げ た り仕 事 へ の 刺 激 や ヒ ン ト を 得ら れ た り す る 可 能 性 も あ りま す 。  区 内 に も 地 域 交 流 の場 が 数 多 く あ り 、  区 報 に 情報 を 掲 載 し て い ま す 。  こ の機 に 地 域 活 動 に 参 加 し て みて は い か が で し ょ う か 。※

東 京 都  「 テ レ ワ ー ク 実 施 率 調 査
結 果 を お 知 ら せ し ま す ！

 ９
月 の

調 査 結 果 」  よ り 。

の で し ょ う か 。　 国 の 意 識 調 査 を み る と 、非 正 社 員 よ り 正 社 員 、  女性 よ り 男 性 で 、  仕 事 を 優 先さ せ て い る 割 合 が 高 く 、  正社 員 の 男 性 で は 過 半 数 を超 え て い ま す 。  共 働 き 家 庭

ー ク ・ ラ イ フ ・バ ラ ン  ス の  「 今 」

　 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ンス は  「 仕 事 と 生 活 の 調 和 」を 意 味 し ま す 。  行 政 や 企 業等 で ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラン ス 実 現 に 向 け た 取 組 が推 進 さ れ る 中 、  人 々 の 意 識や 働 き 方 は ど の よ う に 変化 し て い る の で し ょ う か 。ま た 、  仕 事 と 生 活 の 調 和 をと る た め に は 何 が 大 切 な

新 し い 生 活 様 式 が 進 む 今 こ

そ 家 族 で 家 事 を シ ェ ア す る

チ ャ ン ス 。 効 率 化 の ヒ ン ト が

満 載 の 一 冊 で す 。

家  事  は ８ 割
捨 て て い い
佐 光 紀 子 著
宝 島 社 発 行

パ ス テ ルお す す め 本 プ ラ ス ア ル フ ァ見 て ま な ぶ

「 働 く 、 が 変 わ る 。T el e W or k 」
～ テ レ ワ ー ク 導 入 事 例 ： 総 務 省 編 ～

配 信 ： 総 務 省 動 画 チ ャ ン ネ ル （ 総 務 省 ）

W L B 体 操 第 一
配  信 ： 九  州 ・ 山  口   ワ ー  ク ・ ラ イ フ ・ バ  ラ ン  ス

推 進 キ ャ ン ペ ー ン

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0
（ ％ ）

わ か ら な い

仕 事 &  家 庭 生 活 &  地 域 ・ 個 人 の 生 活 等

家 庭 生 活 &  地 域 ・ 個 人 の 生 活 等

仕 事 &  地 域 ・ 個 人 の 生 活 等

仕 事 &  家 庭 生 活

地 域 ・ 個 人 の 生 活 等

家 庭 生 活

仕 事

非 正 社 員 ・ 女 性
（ n = 5 0 0 ）

非 正 社 員 ・ 男 性
（ n = 5 0 0 ）

正 社 員 ・ 女 性
（ n = 1, 5 0 0 ）

正  社  員 ・ 男  性
（ n = 1, 5 0 0 ）

2 1. 9

3 4. 2

4 2. 8

5 0. 5

2 9. 7

2 1. 0

1 5. 2

1 5. 3

2. 4

4. 8

2. 5

2. 2

2 0. 5

1 3. 9

2 1. 4

1 5. 1

3. 5

2. 4

2. 6

3. 0

2. 8

1. 8

1. 7

0. 9

3. 9

1. 9

2. 1

2. 0

1 5. 4

2 0. 0

1 1. 7

1 1. 0

参 照 ： 内 閣 府 「 企 業 等 に お け る 仕 事 と 生 活

の 調 和 に 関 す る 調 査 研 究 報 告 書 （ 平

成 3 1 年 3 月 ） 」

視 聴 は
こ ち ら

視 聴 は
こ ち ら

ワ

多

自
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ひ と  ・  ま ち  ・  カ ラ フ ルお お た の 窓 か ら
多 目 的 ス タ ジ オ

つ な が る w a c c a

陽  葉 ち ゃ ん井 上 千 尋 さ ん 井 上 隆 之 さ ん

vi e w

1

窓 か ら 池 上 線 や バ ス が 走 る 様

子 を 眺 め る こ と が で き 、 子 ど も

が 喜 び ま す 。 ベ ビ ー 休 憩 所 も

あ  り  、 子  連  れ  の  方  に  優  し  い  ス

ペ ー ス で す 。

（ 千 尋 さ ん ）

M y F a v orit e Vi e w

駅 ビ ル

「 エ ト モ 池 上 」5 階

地 域 で あ ざ や か に 活 躍 す る  「 ひ と 」  。十 人 十 色 の ひ と が 調 和 す る  「 ま ち 」  。お お た の 窓 を 開 け る と 、  飛 び 込 ん で く る の は 、い き い き 、  カ ラ フ ル な 地 域 の 風 景 で す 。

前 産 後 の 自 分 自 身 へ のケ ア が と て も 大 切 と 実感 し 、  活 動 し て い ま す 。楽 し み な が ら 地 域 の ママ の 産 前 産 後 ケ ア を お 手 伝い  で き て 嬉 し い  で す 。　 コ ロ ナ 禍 で コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 機 会 が 減 っ て い る今 、  情 報 交 換 や 気 軽 な おし ゃ べ り が で き る 場 に もな っ  て  い ま す ね 。  今 後 は 、  男性 が 参 加 し や す い 料 理 教室 、  食 育 講 座 な ど も 充 実 させ て  い き た い  で す 。

在 は こ ちら で 社 交ダ ン ス 講座 を 開 きつ つ 、  同 時に
、
週 に ２

日
、
介 護 職

員 の 仕 事 も し て い ま す 。  自分 た ち に ち ょ う ど よ い ペ ース で 働 き 、  子 育 て や 家 族 の時 間 を 大 切 に で き て い る と感 じ ま す 。  娘 も こ こ で 地 域の 大 人 と た く さ ん 関 わ り 、見 守 ら れ な が ら 成 長 で き てい ま す 。千 尋 さ ん ： 私 は 以 前 、  管 理栄 養 士 と し て 病 院 に 勤 務 して  い ま し た 。  そ こ で 、  患 者 さん と 関 わ る 中 、  「 治 療 」  よ り「 予 防 」  に 携 わ り た い 、  食 事だ け で な く 心 身 の ケ ア も サポ ー ト し た い と 思 い ま し た 。ヨ ガ イ ン ス ト ラ ク タ ー の 資格 を 取 り 、  現 在 は こ ち ら で親 子 向 け ヨ ガ 等 の 講 師 を して い ま す 。  第 一 子 の 妊 娠 ・出 産 を 経 験 し て 、  マ マ の 産

つ  な が

る
w
a c c

a
は 、  ど ん

な 場 所 で す か  ？千 尋 さ ん ： ヨ ガ や 社 交 ダ ンス 、  料 理 教 室 等 、  各 種 講 座を 行 う 多 目 的 ス タ ジ オ です 。  昨 年 開 設 し 、  多 く の 方に 利 用 し て い た だ い て い ます 。  以 前 は 参 加 者 だ っ た 方が 講 師 に な っ  て く れ る な ど 、人 と の  「 ご 縁 」  で 活 動 の 幅 が広 が  っ  て  い ま す 。開 設 経 緯 や 家 族  の  ラ  イ  フ  スタ  イ  ル  を 教 え て く だ さ  い  。隆 之 さ ん ： 僕 は も と も と 社交 ダ ン ス の 講 師 で 、  自 分 のス タ ジ オ を 持 ち た い と 考 えて い ま し た 。  そ の 矢 先 に  「 池上 エ リ ア リ ノ ベ ー シ ョ ン プ

ロ ジ ェ ク ト  （

※

）  」

の サ ポ ー ト
で 物 件 が見 つ か りま し た 。  現

I n f o r m a ti o n

今 号 のキ ー ワ ー ド

　 仕 事 と 育 児 ・ 介 護の 両 立 を 支 え る 様 々な 制 度 を 持 ち 、  労 働者 が 多 様 か つ 柔 軟 な働 き 方 を 選 択 で き るよ う 各 種 取 組 を 行 う企 業 の こ と 。  取 組 例 とし て 、  １ 年 を 超 え る 育児 休 業 制 度 、  分 割 取得 で き る 介 護 休 業 制度 、  フ レ ッ ク ス タ イ ム制 、  事 業 所 内 託 児 施設 等 の 導 入 が あ げ られ る 。 フ

ァ

ミ

リ

ー

・

フ

レ

ン

ド

リ

ー

企

業

大 田 区 公 式 P R キ ャ ラ ク タ ー

© 大 田 区

要 チ ェ ッ ク だ
ぴ ょ ん ！

地  域  活  動 に 参  加 し て み ま せ ん か

大 田 区 で は 、 地 域 活 動

団 体 の イ ベ ン ト 情 報 や 活

動 情 報 を い つ で も 入 手

で き る 区 民 活 動 情 報 サ

イ ト 「 オ ー ち ゃ ん ネ ッ ト 」

を  開  設  し  て  い  ま  す  。 ぜ  ひ

ご  活  用 く だ さ い  。

「 ジ ェ ン ダ ー ・ ギ ャ ッ プ

指 数 2 0 2 1 」 が

公  表  さ  れ  ま し  た

世 界 経 済 フ ォ ー ラ ム で は 2 0 2 1

年 （ 令  和 ３ 年 ） ３ 月 、 各  国  の 男

女 格 差 を 測 る ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ

プ 指 数 を 公 表 し ま し た 。 日 本 の

総 合 ス コ ア は 0. 6 5 6 で 、 1 5 6 か

国 中 1 2 0 位 で し た 。

ワ  ー  ク ・ ラ  イ フ ・  バ  ラ  ン  ス

に つ い て の レ ポ ー ト が

公  開  さ  れ  ま し  た

国 で は 「 仕 事 と 生 活 の 調 和 （ ワ ー

ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス ） 総 括 文 書

‒ 2 0 0 7 ～ 2 0 2 0 ‒ 」 を 公 表 し ま し

た  。 日  本  に  お  け  る  ワ  ー  ク  ・  ラ  イ  フ  ・

バ ラ ン ス の 現 状 や 課 題 等 が ま と め

ら れ て い ま す 。

女 性 の 悩 み 相 談 サ イ ト

「 T O K Y O メ ン タ ー カ フ ェ 」 が

開  設  さ  れ  ま し  た

身 近 な 悩 み を 気 軽 に 相

談  で  き  る  、 女  性  の  た  め  の

悩  み  相  談  サ  イ  ト  で  す  。 仕

事 、 子 育 て 等 の 経 験 が

あ る 方 が 「 都 民 メ ン タ ー 」

と し て 女 性 の 悩 み に 寄 り

添 い ま す 。

「 パ ス テ ル 」を

リ ニ ュ ー ア ル し ま し た

大 田 区 男 女 共 同 参 画 の た め

の 情 報 誌 「 パ ス テ ル 」 は 、 今

号 よ り デ ザ イ ン を リ ニ ュ ー

ア ル し ま し た 。 新 た な 「 パ ス

テ ル 」 を ご 覧 い た だ く と と も

に 、 こ の 機 に ぜ ひ 、 過 去 号

も ご  覧 く だ さ い  。

LI N E で D V 相 談

「 さ さ え る ラ イ ン ＠ 東 京 」

東 京 都 で は 、 配 偶 者 や パ ー ト ナ ー

か ら の 暴 力 被 害 に 悩 む 方 に 向 け

て L I N E 相  談 を 実  施 し て い ま す 。

困  り  ご  と  、 不  安  な  こ  と  の  あ  る  方  は  、

気  軽  に ご  利  用 く だ さ い  。

Q R で
ア ク セ スQ R で

ア ク セ ス

Q R で
ア ク セ ス

Q R で
ア ク セ ス

Q R で
ア ク セ ス

Q R で
ア ク セ ス

※ 大 田 区 と 東 急 株 式 会 社 が 連 携 し て 進 め る 、 東 急

　 池 上 線 池 上 駅 周 辺 エ リ ア の ま ち づ く り 。

1 ア イ ス ラ ン ド

2 フ ィ ン ラ ン ド

3 ノ ル ウ ェ ー

4 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

5 ス ウ ェ ー デ ン

……

1 2 0 日 本

順 位 国 名

……
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日
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な 場 所 で す か  ？千 尋 さ ん ： ヨ ガ や 社 交 ダ ンス 、  料 理 教 室 等 、  各 種 講 座を 行 う 多 目 的 ス タ ジ オ です 。  昨 年 開 設 し 、  多 く の 方に 利 用 し て い た だ い て い ます 。  以 前 は 参 加 者 だ っ た 方が 講 師 に な っ  て く れ る な ど 、人 と の  「 ご 縁 」  で 活 動 の 幅 が広 が  っ  て  い ま す 。開 設 経 緯 や 家 族  の  ラ  イ  フ  スタ  イ  ル  を 教 え て く だ さ  い  。隆 之 さ ん ： 僕 は も と も と 社交 ダ ン ス の 講 師 で 、  自 分 のス タ ジ オ を 持 ち た い と 考 えて い ま し た 。  そ の 矢 先 に  「 池上 エ リ ア リ ノ ベ ー シ ョ ン プ

ロ ジ ェ ク ト  （

※

）  」

の サ ポ ー ト
で 物 件 が見 つ か りま し た 。  現

I n f o r m a ti o n

今 号 のキ ー ワ ー ド

　 仕 事 と 育 児 ・ 介 護の 両 立 を 支 え る 様 々な 制 度 を 持 ち 、  労 働者 が 多 様 か つ 柔 軟 な働 き 方 を 選 択 で き るよ う 各 種 取 組 を 行 う企 業 の こ と 。  取 組 例 とし て 、  １ 年 を 超 え る 育児 休 業 制 度 、  分 割 取得 で き る 介 護 休 業 制度 、  フ レ ッ ク ス タ イ ム制 、  事 業 所 内 託 児 施設 等 の 導 入 が あ げ られ る 。 フ

ァ

ミ

リ

ー

・

フ

レ

ン

ド

リ

ー

企

業

大 田 区 公 式 P R キ ャ ラ ク タ ー

© 大 田 区

要 チ ェ ッ ク だ
ぴ ょ ん ！

地  域  活  動 に 参  加 し て み ま せ ん か

大 田 区 で は 、 地 域 活 動

団 体 の イ ベ ン ト 情 報 や 活

動 情 報 を い つ で も 入 手

で き る 区 民 活 動 情 報 サ

イ ト 「 オ ー ち ゃ ん ネ ッ ト 」

を  開  設  し  て  い  ま  す  。 ぜ  ひ

ご  活  用 く だ さ い  。

「 ジ ェ ン ダ ー ・ ギ ャ ッ プ

指 数 2 0 2 1 」 が

公  表  さ  れ  ま し  た

世 界 経 済 フ ォ ー ラ ム で は 2 0 2 1

年 （ 令  和 ３ 年 ） ３ 月 、 各  国  の 男

女 格 差 を 測 る ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ

プ 指 数 を 公 表 し ま し た 。 日 本 の

総 合 ス コ ア は 0. 6 5 6 で 、 1 5 6 か

国 中 1 2 0 位 で し た 。

ワ  ー  ク ・ ラ  イ フ ・  バ  ラ  ン  ス

に つ い て の レ ポ ー ト が

公  開  さ  れ  ま し  た

国 で は 「 仕 事 と 生 活 の 調 和 （ ワ ー

ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス ） 総 括 文 書

‒ 2 0 0 7 ～ 2 0 2 0 ‒ 」 を 公 表 し ま し

た  。 日  本  に  お  け  る  ワ  ー  ク  ・  ラ  イ  フ  ・

バ ラ ン ス の 現 状 や 課 題 等 が ま と め

ら れ て い ま す 。

女 性 の 悩 み 相 談 サ イ ト

「 T O K Y O メ ン タ ー カ フ ェ 」 が

開  設  さ  れ  ま し  た

身 近 な 悩 み を 気 軽 に 相

談  で  き  る  、 女  性  の  た  め  の

悩  み  相  談  サ  イ  ト  で  す  。 仕

事 、 子 育 て 等 の 経 験 が

あ る 方 が 「 都 民 メ ン タ ー 」

と し て 女 性 の 悩 み に 寄 り

添 い ま す 。

「 パ ス テ ル 」を

リ ニ ュ ー ア ル し ま し た

大 田 区 男 女 共 同 参 画 の た め

の 情 報 誌 「 パ ス テ ル 」 は 、 今

号 よ り デ ザ イ ン を リ ニ ュ ー

ア ル し ま し た 。 新 た な 「 パ ス

テ ル 」 を ご 覧 い た だ く と と も

に 、 こ の 機 に ぜ ひ 、 過 去 号

も ご  覧 く だ さ い  。

LI N E で D V 相 談

「 さ さ え る ラ イ ン ＠ 東 京 」

東 京 都 で は 、 配 偶 者 や パ ー ト ナ ー

か ら の 暴 力 被 害 に 悩 む 方 に 向 け

て L I N E 相  談 を 実  施 し て い ま す 。

困  り  ご  と  、 不  安  な  こ  と  の  あ  る  方  は  、

気  軽  に ご  利  用 く だ さ い  。

Q R で
ア ク セ スQ R で

ア ク セ ス

Q R で
ア ク セ ス

Q R で
ア ク セ ス

Q R で
ア ク セ ス

Q R で
ア ク セ ス

※ 大 田 区 と 東 急 株 式 会 社 が 連 携 し て 進 め る 、 東 急

　 池 上 線 池 上 駅 周 辺 エ リ ア の ま ち づ く り 。

1 ア イ ス ラ ン ド

2 フ ィ ン ラ ン ド

3 ノ ル ウ ェ ー

4 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

5 ス ウ ェ ー デ ン

……

1 2 0 日 本

順 位 国 名

……
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ア ト レ

J R 大 森 駅

（ 西 口 ）至 蒲 田 至 大 井 町

（ 東 口 ）

東 京 海 上

り そ な
銀 行

大 森 牧 田
ク リ ニ ッ ク

大 森 銀 座商 店 街
入 新 井
第 一 小 学 校

エ セ ナ お お た

東 京 衛 生 学 園
専 門 学 校

ハ ロ ー ワ ー ク 大 森

「 エ セ ナ お お た 」 に 行 こ う ！

E V E N T R E P O R T

相 談 窓 口 の ご 案 内

エ セ ナ お お た は 、

男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現 を 目 指 す 活 動 拠 点 施 設 で す 。

講 座 ・ 講 演 会 の 開 催 、 情 報 収 集 ・ 発 信 、

交 流 の 場 の 提 供 な ど を 行 っ て い ま す 。

大 田 区 立 男 女 平 等 推 進 セ ン タ ー 「 エ セ ナ お お た 」

〒 1 4 3 - 0 0 1 6 大 田 区 大 森 北 4 - 1 6 - 4

T E L ： 0 3 - 3 7 6 6 - 4 5 8 6 　 F A X ： 0 3 - 5 7 6 4 - 0 6 0 4

家 族 も 喜 ぶ

パ パ の 洗 濯 講 座

E V E N T S C H E D U L E

令 和 ３ 年 1 1 月 1 2 日 （ 金 ） か ら

1 2 月 2 8 日 （ 火 ） ま で

展 示 　 ス ト ッ プ D V

～ 女 性 に 対 す る あ ら ゆ る

暴 力 の 根  絶 の た め に ～

令 和 ３ 年 1 2 月 2 5 日 （ 土 ）

1 4 ：3 0 ～ 1 5 ：3 0

パ  パ と い っ し ょ に

ク リ ス マ ス コ ン サ  ー ト

令 和 ４ 年 １ 月 2 2 日 （ 土 ）

1 4 ：0 0 ～ 1 5 ：0 0

（ 仮 ） パ パ と い っ し ょ に

作 っ て あ そ ぼ

こ の マ ー ク は 、 目 の 不 自 由 な 方 な ど の た

め の 「  音  声 コ ー ド 」 で す 。 コ ー ド の 位  置 を

示 す 切 り 込 み を 入 れ て い ま す 。 ス マ ー ト

フ ォ ン や 専 用 の 読 み 上 げ 装 置 で 読 み 取

る と 、 記  載  内  容 を 聞 く こ と が で き ま す 。

大 田 区 男 女 共 同 参 画 の た め の 情 報 誌

巻  頭 イ ン タ ビ ュ ー

弁 護 士

菊 地 幸 夫 さ ん

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス

最 前 線

特 集

ひ  と ・ ま  ち ・ カ  ラ  フ  ル

お お た の 窓 か ら

多 目 的 ス タ ジ オ
つ な が る w a c c a

vi e w 1

N o. 1 2 6

佐 藤 友 彦 さ ん （ 株 式 会 社 白 洋

舍 ） 、 和 光 聡 さ ん （ お と な ＆ こ ど

も ・ ほ っ と ネ ッ ト ） を 講 師 に 、 男

性 の 家 事 参 画 講 座 を 実 施 し ま

し た 。 ク リ ー ニ ン グ の プ ロ の 佐

藤 さ ん か ら 洗 濯 の 極 意 を 教 わ

る と と も に 、 先 輩 パ パ の 和 光 さ

ん  か ら  家  族 と の コ ミ ュ ニ  ケ  ー

シ ョ ン  術  を  学  ぶ こ と も で き た と 、

大 変 ご 好 評 い た だ き ま し た 。

月 ・ 金 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 0: 0 0  ～  1 3: 0 0

火 ・ 木 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 3: 0 0  ～  1 6: 0 0

水 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 8: 0 0  ～  2 1: 0 0

土 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 1 3: 0 0  ～  1 9: 0 0

（ 年 末 年 始 を 除 く ）

※ 相 談 受 付 は 終 了 時 間 の 3 0 分 前 ま で

月 ～ 金 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 9: 0 0  ～  1 7: 0 0

（ 祝 日 ・ 年 末 年 始 を 除 く ）

第 ２ ・ ４ 金 曜 日  1 7: 0 0  ～  2 0: 0 0

（ 祝 日 ・ 年 末 年 始 を 除 く ）

※ 相 談 受 付 は 終 了 時 間 の 3 0 分 前 ま で

洗 濯 の 技 術 や

科 学 を 学 べ た 。

シ ミ と り は  任  せ  ろ と

言  え  る  よ う に し  ま  す ！

洗 濯 の 基 本 を

知 ら な か っ た の で 、

事 象 ご と に 解 説 し て

も ら え て よ か っ た  。

女 性 の た め の

た ん ぽ ぽ 相 談

D V 相 談 ダ イ ヤ ル

男 性 相 談 ダ イ ヤ ル

0 3- 3 7 6 6- 6 5 8 1

相 談 内 容 相 談 日 時

詳 細 内 容 は
Q R コ ー ド か ら

ア ク セ ス

T E L

0 3- 6 4 2 3- 0 5 0 2

0 3- 6 4 0 4- 6 0 2 0

ご 好 評 に つ き ２ 年 連 続 実 施 。

※ 令 和 ３ 年 度 は オ ン ラ イ ン で 開 講 。

実 験 や 科 学 技 術 を 根 拠 に

洗 濯 の コ ツ が わ か り 、 参 加 者 も 納 得 。

編 集 ・ 発 行 ／
大 田 区 総 務 部 人 権 ・ 男 女 平 等 推 進 課

〒 1 4 4 - 8 6 2 1 　 大 田 区 蒲 田 ５- 1 3 - 1 4

T E L ：0 3 - 5 7 4 4 - 1 6 1 0 　 F A X ：0 3 - 5 7 4 4 - 1 5 5 6

令 和 ３ 年 1 1 月 発 行

過  去  の バ ッ ク ナ ン バ  ー  は

大 田 区 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し て い ま す 。

ご 意 見 ・ ご 感 想 も こ ち ら の

ホ ー ム ペ ー ジ か ら ご 入 力 い た だ け ま す 。

※ 臨 時 休 業 や 時 間 変 更 な ど 最 新 情 報 は 区 ホ ー ム ペ ー ジ で ご 確 認 く だ さ い 。

Q R コ ー ド か ら

ア ク セ ス

I n f o r m a ti o n
「 エ セ ナ お お た 」 に 行 こ う ！ ／
相 談 窓 口 の ご 案 内

※ 日 程 変 更 な ど 最 新 の 情 報 や 詳 細
　 は ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

J R 京 浜 東 北 線 大 森 駅 よ り 徒 歩 ８ 分 。
駐 車 場 は あ り ま せ ん 。

講 座 を
開  き ま し た

今  後  の  注  目  イ ベ ン ト

詳 細 内 容 は
Q R コ ー ド か ら

ア ク セ ス

相 談 無 料 、 秘 密 厳 守


